
生活者と感情の今 感情ミュート社会の新欲求

あえて自分の
感情や気持ちを

出さないようにしている
そう思う計 

56.3％

人間関係の変化

感情を出さない方が

リスクがない

多様性配慮の
浸透

2
社会構造の変化

感情を出さない方が

過ごしやすい

対人労働と
都市化の拡大

1

生活者は… 生活者は…

生活意識の変化

感情を出さない方が

ムダがない

効率志向の
強化

3

生活者は…

ビジネスから日常生活まで
ネガティブからポジティブな感情まで

感情ミュート社会

あえて他者に感情を出さないことが
新しい常識として生活者に定着しつつある
現代社会のありよう

新欲求❶

感情を
整えるなら

他者視点で

他者の言語化を活用して

他者の価値観で理由づけして

他者の感情を確かめて

例えば

新欲求❷

個人情報を知らない同士で

みんなの話題に紛れて

表現に検閲を入れて

例えば

新欲求❸

感情がぶつかりあうコンテンツで

感情が吐露される場に潜りこんで

向けられたい感情をAIで生成して

例えば

企業にとっての機会

感情の整理は

ひとりでから
誰かとへ

ありのままの感情は

避けるから
楽しむへ｢感情を出さない判断｣の広がり

本研究の概要

読むから
選ぶへ

感情を
伝えるなら

安全に

感情に
触れるなら

エンタメとして

感情を伝える空気は

感情を伝えやすい
インターフェース

を設計

ブランド自体が
生活者に対して
感情を表現

細分化して
捉えにくい感情を

可視化
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